




要約:この間全国に先駆けて市町村主体で乳幼児健診を行なってきた新潟県での、市町村

と県保健所の関係を若干検討した。県保健所は二次スクリーニング、療育相談、保健福祉

サービス調整推進会議、学習会を通して、市町村へ技術援助を行い、市町村乳幼児健診レ

ベルの格差を是正する機能を果たしていた。かつ市町村間のネットワークづくりを行なっ

ており、今後もその事業内容を時代の要請に合わせつつ広げていこうとしていることがわ

かった。これらの機能は今後も県保健所でしか担えないものであろう。


